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Ⅰ　AIとは何か
　西欧には、「アヒルのように歩き、アヒルのよう
にクワッと鳴くなら、それはアヒルだ。－賢者」と
いうことわざがあるという（[ノバノビック・入門
Python３（2015）173頁]）。
　そのことわざに倣うならば、「コンピュータが人
間の脳が考えているのと同じように振舞うならば、

それが人工知能だ。」ということができるであろう。
　確かに、AI（Artificial Intelligence：人工知能）と
は何かについては、議論がある（[新井・AI vs.子ど
もたち（2018）]、[西垣・AI原論（2018）]など参照）。
しかし、現在においては、AIとは、コンピュータの
得意分野である「クライアントが求めている専門知
識を的確に提供する」という側面（エキスパートシ
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ステム）と同時に、人間の得意分野である「自学自
習をしながら成長する」という側面（ディープラー
ニング）を併せ持ち、あたかも「頼りになるブレー
ン」であるかのように振舞うことのできる存在であ
ると考えられているように思われる（[渡辺・AIに
負けない教育（2018）38頁]参照）。
　人工知能の振る舞いが「人間と勘違いされる」事
例については、例えば、[渡辺・AIに負けない教育

（2018）30-31頁]において、コンピュータ・カウンセ
ラー「イライザ」のタイトルで以下のように紹介さ
れている。
　「イライザ」というコンピュータ・プログラムによ
る「カウンセリング」は、精神科医の立場から患者
さんと対話することを目標として1960年代に〔MIT
のジョセフ・ワイゼンバウムによって〕開発された
プログラムである。ロジャーズ派の精神分析を参考
に開発されたプログラムで、カウンセラーからは意
見を言わず、相手の言った言葉を反復するような形
で質問し会話を進めるようにプログラムされている。
　適切な返答ができないような場合には、「それで」
とか「そのことについてもっと詳しく話して下さい」
という決まり文句で返答するようになっている。こ
れがラジオ番組に出演し、大ヒットとなった。例え
ば、次のようなやり取りがなされる。
　イライザ：こんにちは。私はラジオ精神科医のイ
ライザです。あなたの悩みは何ですか？
　患者：最近、何をやってもおもしろくないんです。
　イライザ：そのことについて、もっと詳しく話し
て下さい。
　患者：例えば、彼女とデートしていても、何かお
もしろくない。
　イライザ：それで。
　患者：例えば、ドライブしていても会話がはずま
ないっていうか…。
　イライザ：あなたは、何が原因だと思いますか？
　患者：やっぱり、仕事の方が最近あまりうまくいっ
てないってことが…。
　イライザ：そのことについて、もっと詳しく話し
て下さい。
　患者：新しい部長になってから、どうもうまくい
かない。
　イライザ：それは、どうしてですか？
　患者：やっぱり、性格が合わないんだと思います。
　イライザ：そのことについて、もっと詳しく話し

て下さい。
　患者：部長は完璧主義だけど、僕は「まあ何とか
うまくいけばいいや」って思う方だから…。
　イライザ：それで。
　患者：その辺が…怒られたとか、喧嘩をしたって
いうんではないんですよ。ただ、何となく性が合わ
ないっていうか…。
　イライザ：そのことについて、もっと詳しく話し
て下さい。
　（渡部信一『鉄腕アトムと晋平君：ロボット研究
の進化と自閉症児の発達』ミネルバ書房（1998））
　上記のイライザの振る舞いを詳細に検討してみる
と、イライザは、非常に単純な応答しかできないこ
とがわかるのだが、利用者の中には自分の悩みを本
気で打ち明け、相談する人もでてきたという。その
利用者は、ラジオの向こうにいるイライザが本当の
カウンセラーであると思いこんでしまったのだとい
う[渡辺・AIに負けない教育（2018）31頁]。
　それでは、法律に関するAI、特に、民法に関する
AIとは、どのように振舞うAIなのであろうか。
 
Ⅱ　AIによる法情報のコントロール
１．データテック（DataTech）

法律に関して、頼りになる法律家と同じよう
に振舞うAIとは、すべてのシステムに共通する

「Input（入力）→System（内部での情報処理）
→Output（出力）」という機能を有するばかりで
なく、自発的に外部のデータを収集し、System内
部のデータベースを自動的に最新のものへと更新
することができ、しかも、更新したデータベース
から、求めに応じて、分かりやすい形式で報告書
を出力できるシステムである（DataTechの詳細に
ついては、[佐々木=志田・データテック（2019）]
参照）。

そのことを図式化すると以下のようになる
図１で示した法律AI（法情報プラットフォー

ム）は、最新のICTを活用して、インターネット
上にあるすべてのデータを常にクローリングし、
必要な情報をスクレイピングしながら、自己の
データベースを最新のものへと更新し、そのデー
タベースに基づいて、クライアントが求める情報
をわかりやすい報告書の形で提供できるプラット
フォームという性格を有するAIである。
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